戦闘員と 同一に 心得て るです。 仕方が ありません なご 

み うえ ぱ なし 

と あだか も 親友に 対して 身の上 談話 をな すが 如く、 

渠は 平気に 物語れり。 

しかるに 海 野 はこれ を 聞きて、 不 心服なる 色 ありき _ 

「ぢゃ あ 何 だな、 知つ てれば 味方の 内情 を、 残らず 

饒舌 ッ ちまう 処 だった なご 

看護 員 は 軽く 答へ たり。 

「いかにも。 拷問が 酷かったです ご 

百 人 長 は 憤然として、 

いのち たと ただ 

「何 だ、 それでも 生命が あるで ないか、 譬ひ 肉が 爛れ 

い き 

やうが、 さ、 皮が 裂け やうが だ、 呼吸が あつたく らゐ 



みは まなこ おもて 

海 野 は睜リ たる 眼 を 以て、 避けし 看護 員の 面 を 追 

ひたり。 

「何 だ、 左様 かも 知れません？ これ、 無責任の 言語 

を 吐い ちゃ あ f 可ぞご 

うつむ 

また じりり と 詰 寄りぬ。 看護 員 はや や 俯向きつ。 手 

さき な ズボン ひざ らく が き 

なる 鉛筆の 尖 を 嘗めて、 筒 服の 膝に 落 書しながら、 

「無責任？ 左様です かご 

かれ さま 

渠は 少しも 逆ら はず、 はた 意に 介せ る 状 もな し。 

百 人 長 は大に 急き て、 

「唯 (左様です か) では 済まん。 様子に 寄って はこれ、 

しょうね す 

きっと われわれに 心得が ある。 しっかり 性根 を据 へて 



返答せ ないか ご 

「何様な 心 得が あるので すご 

き つ 

看護 員 は 顔 を 上げて、 屹と海 野に 眼 を 合せぬ。 

まちぶせ 

「 一 体、 自分が 通行 をして をる 処を、 何 か 待 伏で もな 

すった やうで したな。 貴下 方 大勢で、 自分 を 担ぐ やう 

にして、 此 家へ 引 込む だは どうい ふわけ です ご 

海 野 は 今 この 反問に 張 合 を 得たり けむ、 肩 を 揺りて 

き お 

気兢 ひ懸れ り。 

「うむ、 聞きたい ことがある からだ。 心得 は ある。 心 

ま 

得 は あるが、 先づ 聞く y J と を 聞 いてから のこと としゃ 

うご 



「権利 はない が、 腕力 じ や！」 

「え、 腕力？」 

ひしひし よう あさぎ はっぴ ももひき 

看護 員 は犇々 とその 身 を 擁せる 浅黄の 半被 股引の、 

雨風に 色褪せた る、 譬 へば 囚徒の 幽霊の 如き、 数個の 

みま ひい まゆ ひそ 

物体 を珣 はして、 秀でた る 眉 を 顰めつ。 

「解りました。 で、 そのお 聞きに ならう とい ふの は？」 

さっき な ぜ 

「知れて る！ 先刻から いふ 通り だ。 何故、 君に は 国 

家と いふ 観念がない のか。 痛い め を 見る がつ らいから、 

敵に 白状 をし やうと 思 ふ。 その 精神が 解らない。 (い 

や、 左様 かも 知れません) なん ざ、 無責任 極まる でな 

いか。 そんなぬ らくら じ や 了見 せんぞ、 しっかりと 返 



三 

「何、 繃帯と 呻吟 声、 そ の 他 は 見 も 聞き もしな いんだ？ 

t 加減な こと をい へ ご 

海 野 は 苛立つ 胸 を 押へ て、 務めて 平和 を 保つ に 似た 

リ。 

看護 員 は 実際 その 衷 情 を 語る なるべし、 ，-聊 も 

飾 気な く、 

「全く、 知らないです。 いって 利益になる ことなら、 

何秘す ものです か。 また 些少 も秘 さねば ならない 必要 

も 見出さないで すご 



百 人 長 は 訝 かし 気に、 

まるで 

「して 見る と、 何 か、 全然 無神経で、 敵の 事情 を 探ら 

うと はしなかった なご 

「別に 聞いて 見やう とも 思 はないで した ご 

と 看護 員 は 手 を その 額.^ に 加へ たり。 

海 野 は 仕込 杖 以て 床 をつつ き、 足蹈 して ロ惜げ に、 

「無神経 極まる じゃあな いか。 敵情 を 探る ために は 

斥候 や、 探偵が 苦心に 苦心 を 重ねて からに、 命が けで 

目的 を 達し やうと して、 十に 八、 九 は 失敗る の だ。 そ 

れに 最も 安全な、 最も 便利な 地位に あって、 まるでう 

つち ゃッ て、 や、 聞かう とも 思 はない。 無、 無神経 極 



むぞうさ さし いだ 

無雑 作に 差 出して、 海 野の 手に 渡しながら、 

「裂い ちゃ あ 不可ません ご 

「いや、 謹む で、 拝見す る ご 

海 野 はこと さらに 感謝状 を 押 戴き、 書面 を 見る 事 

久し かりし が、 やがて さらさらと 繰 広げて、 両手に 高 

さし かざ なり かたず むらが 

く 差 翳しつ。 声 を 殺し、 鳴 を 静め、 片唾を 飲みて 群り 

たる、 多数の 軍夫に 掲げ 示して、 

「こいつ を 見い。 貴様た ち は 何と 思 ふ、 礼 手紙 だ。 w 

チャンチヤン ふみ 

か、 支那 人から 礼 をい つて 寄越した 文 だぞ。 人間 は 正 

あたま 

直 だ。 わけもなく 天窓 を 下げて、 お辞儀 をす る 者 はな 

こと チャンチヤン 

い。 殊に 敵 だ、 われわれの 敵た る 支那 人 だ。 支那 人が 



ことば 

野が 言 の 途切れ ざるに、 敵より 得た る 感謝状 は 早く 

も 衣 兜に 納まりぬ。 

「取った なご と 叫びた る、 海 野の 声の 普通なら ざるに、 

看護 員 は怪む 如く、 

「や 可ないです かご 

「良心に 問へ！」 

「やましい こと は 些少 もないで すご 

いと 潔くい ひ 放ちぬ。 その 面貌の 無邪気なる、 その 

いふ ことの 淡泊なる、 要するに 看護 員 は、 他の 誘惑に 

動かされて、 胸中 その 是非に 迷 ふが 如き、 さる 心 弱き 

ものに は あらず、 问らか 固き 信 卬 ありて、 譬 ひその B 



仰の 迷へ るに もせよ、 断々 乎 一種 他の 力の 如何と もし 

がた きもの あ リて存 せるなら む。 

あき 

海 野 は その 答 を 聞く ごとに、 呆れ もし、 怒り もし、 

いらだ しんこ さま ことば 

苛立ち もしたり ける が、 真個 天真なる 状 見えて 言 を 

飾る と は 思 はれざる にぞ、 これ 実に 白痴 者なる か を 疑 

ひっつ、 一応 試に 愛国の 何たる か を 教え 見む とや、 少 

しく 色 を 和げ る、 重き ものい ひの 渋が ちに も、 

「やましい ことがないでも あるまい。 考 へて 見る が 可- 

第一 敵の ために 虜 にされ ると いふが あるか。 抵抗し 

て かな はなかったら、 何故 切腹 をし なかった。 いやし 

はらわた つか つら 

くも 神州 男児 だ、 腸 を摑み 出して、 敵の しゃ ッ 面へ 



たたきつけて 遣るべき 処だ。 それ も 可、 時と 場合で 捕 

はれない にも 限らん が、 撲られ て 痛い からって、 平気 

あき はて 

で 味方の 内情 を 白状し やうと は、 呆れ 果た 腰 抜 だ。 

それに チャンチヤン 

其 上 まだ 親切に 支那 人の 看護 をして な、 高慢ら しく 尽 

力 をした 吹聴 もない もんだ。 のみならず、 一旦 恥辱 

こうむ つらよごし 

を 蒙って、 われわれ 同胞の 面 汚 をして ゐ ながら、 

ンぁ ヽ，. こ 一： 

洒亜 つくで 帰って来て、 感状 を 頂 き は 何とい ふ 心得 だ。 

みやげ いいわけ 

せめて 土産に 敵情で も 探って 来れば、 まだ 言訳 も ある 

ん だが、 刻苦して 探っても 敵の 用心が 厳しく つて、 残 

じょ 

念ながら 分らなかった とい ふなら まだ も恕 すべきで あ 

しら さっき おれ 

るに、 先に 将校に 検 ベら れた時 も、 前 刻 吾が 聞いた 時 



懲戒 を 加 ゆるた めに、 おのおの 決する 処が ある ぞ。 W 

か。 その 悪むべき 感謝状 を、 かう いった 上で も、 裂い 

や ちょ つ と 

て棄 てんか。 やっぱり 疚 ましい こと はない が、 些少 も 

とが 

良心が 咎めない か、 それが 聞きたい。 ぬら くらの 返事 

をし ちゃ あ 不可 ぞご 

ことば 

看護 員 は 傾聴して、 深く その 言 を 味 ひ つ つ、 黙然と 

やや ためら ものい 

して 身動き だ もせず、 良 猶予 ひて 言 は ざり き。 

こなた はしたり 顔に 附 入りぬ。 

きつ こ こ みんな 

「屹と 責任の ある 返答 を、 此 室に ゐる 皆に 聞かして 

もら はう。 」 

みまわ 

いひつつ 左右 を 朐 したり。 



です。 唯 看護 員で さへ あれば li。 しかし 看護 員た る 鉢 

面 を 失った とで もい ふこと なら、 弁解 も 致します、 罪 

にも 服し ます、 責任 も 荷 ふです。 けれども 愛国心が ど 

てきがいしん さよう 

うで あるの、 敵愾心が どうで あるのと、 左様な ことに 

は 関係し ません。 自分 は 赤十字の 看護 員です ご 

と 淀みな く陳べ たりけ る。 看護 員の その 言語に は、 

とんざ 

更に 抑揚と 頓挫な かりき。 

六 

げき くだ 

見る見る 百 人 長 は 色 激して、 碎け よとば かり 仕込 杖 



び-つ サねん まれ まれ おももち 

かか はらず 眉宇 一 点の 懸念な く、 いと 晴々 しき 面色に 

かれ しゅんち ゆうせき むりょう た 

て、 渠は春 昼 寂た る 時、 無聊に 堪えざる ものの 如く、 

片膝 を 片膝に その 片膝 を、 また 片膝に、 交る 交る 投懸 

けて は、 その都度 靴音 を 立つ るの み。 胸中お のづ から 

閑 ある 如し。 

けだし 赤十字社の 元素た る、 博愛の いかなる ものな 

るか を 信ずる こと、 渠の 如きに あらざる より は、 到底 

マ J れ 保ち 得が た き 度量 な らず や。 

「其処 だ ご と 今 卓子 を 打てる 百 人 長 は大に 決する 処 

き つ 

ありけ む、 屹と 看護 員に 立 向 ひて、 

さ つ き 

「無神経で も、 おい、 先刻から この 軍夫の いふた こと 



今 経歴 を 語りた リし 軍夫と 眼と 眼 を 見合 はして 一 一人 

二 6 -ノ- 

は 二 タリと 微笑めり。 

うち おももち まなこ みは 

神 崎 は 夢の 裡 なる 面色に てうつ とりと その 眼 を睜 

りぬ。 

むすめ 

「ぼんやりす るない。 柳が 住居 だ。 女の 家 だぞ。 聞 

わざ 

く ことがあり や 何処でも 聞かれる が、 故と 此処ん 処へ 

引 張って 来たのに は、 何 かわれ われに 思ふ処 がな けれ 

ばなら ない。 その 位な こと は、 いくら 無神経な 男で も 

みんな 

分る だら う。 家族 は 皆 追 出して しまって、 李花 はわ 

あら かじ 

れ われの 手の内の もの だ。 それだけ 予 め 断って 置く、 



かこくい きせる 

時に 彼の 黒衣 長身の 人物 は、 ハタと 煙管 を 取 落しつ、 

そなた ずきん うち まなこ らんらん 

其方 を 見向け る 頭巾の 裡に 一 双の 眼爛 々たりき。 

あはれ、 看護 員 はいかに せし ぞ。 

おもて 

面 の 色 は 変へ たれ ども、 胸中 無量の 絶 痛 は、 少しも 

あら せい おもむ 

挙動に 露 はさで、 渠 はな ほよく 静を 保ち、 徐ろに その 

筒 服 を 払 ひ、 頭髪の ややの びて、 白き 額， -に 垂れた る を、 

ゆんで かき あ つくえ 

左手に や をら 搔 上げつつ、 卓の 上に 差 置きた る帽を 

ひと しゅくぜん 

片手に 取る と 斉しく、 粛然と 身 を 起して、 

「諸君 ご 
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